
りんごの棚の由来 

「りんごの棚」はスウェーデンの図

書館からはじまりました。 

ある図書館に置かれていた言語障害

児向けのりんごのおもちゃからヒン

トをえて、「りんご図書館」という名

前をつけ、それが全国にひろまりま

した。 

京都府立図書館 

2F マルチメディア閲覧室  

だれでも読みたいと思うときに本を手にしたい

し、必要な情報を手に入れたいと思うでしょう。 

でも、活字や、紙の本がその人にとって使いやす

いとは限りません。 

活字や紙の本の他にも、読みやすさやバリアフリ

ーに配慮した本が図書館にはあります！ 

りんごの棚は、大活字本や LLブックといった 

バリアフリーな資料を集め、こんな本ならどう？

と紹介するコーナーです。 

なにがおいてありますか？ 
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りんごの棚の願い 
りんごの棚は、読書が困難な人のためだけに向けた棚ではありません。 

たくさんの人たちに本を読む方法が一つではないということを知って

もらうことで、包摂的な地域社会を 

つくっていく一助になればという願いも 

込めています。 

バリアフリーについて考えるきっかけに 

なる資料も用意していますので、 

ぜひご覧ください。 


